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　ヒメギフチョウは年１回、4月に出てくる珍
しい蝶だ。昔は連休明けまで見られたが、最近
は 5月に入るとボロボロになっている。温暖
化が進んだことで、ここ 30年ほどで、発生は
2週間以上早くなっている。アトリエのある別
荘地でも見かけたことはあるが、庭では見たこ
とがなかった。ヒメギフチョウの幼虫は、ウス
バサイシンだけを食べる。庭にウスバサイシン
はない。
　2021 年夏に、糠地で蝶の保護を行っている
大島さんが、庭のウスバサイシンが増えたから
と、わざわざ持ってきて下さった。夏の時期で、
植え替えには良い季節ではないが、林の中に植
えたら、上手く根付いた。
　翌年の 4月末、ヒメギフチョウが現れ、卵
を産んだ。蝶の食草を探す能力にびっくりした。
幼虫は無事育ち、6月初めに蛹になったようだ。
そして昨年は卵は合計 100 以上産み付けられ
た。居ついてくれると嬉しいのだが。

桶田洋明・髙栁剛士　二人展桶田洋明・髙栁剛士　二人展
－ 人物と風景の共鳴 －－ 人物と風景の共鳴 －

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

▶日　時　5/25 ㈯　13:30 ～　▶場　所　第１展示室
▶参加料　一般 500 円、小中学生 250 円（観覧料として）
　　　　　事前予約不要、定員なし
▶休館日　月曜日（4/29 ㈪は開館、4/30 ㈫は休館）
▶講　師　桶田洋明氏（鹿児島大学教授・二紀会委員）
　　　　　髙栁剛士氏（白日会会員・日展会友）

小諸高原美術館・白鳥映雪館では、桶田洋明氏（上田市出身。
鹿児島大学教授・二紀会委員）と髙栁剛士氏（佐久市出身。
白日会会員・日展会友）両氏によるギャラリートークを下
記のとおり開催します。このイベントは、作家自身が作品
に込めた思いや、制作過程、作品の解説など充実した内容
になっています。より深く具象絵画の世界にふれられる良
い機会です。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

ヒメギフチョウの卵

「記憶を照らす灯」
桶田 洋明

「参道」
　髙栁 剛士

『ギャラリートークのご案内』『ギャラリートークのご案内』


